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はやぶさ 第１９４号   ２０１６年０７月２２日(金） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

★イノベーションの時代（変態脱皮の時）の「人生に五計あり」★ 

 

著者：（株）I&C・HosBiz センター 

                 Ｃａｐ平本 靖夫 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

第１９４号を発信します。２０１６年０７月２２日(金） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

【タイトル】★イノベーションの時代（変態脱皮の時）の「人生に五計あり」★ 

 

                         ９回シリーズ：その７ 

 

著者：（株）I&C・HosBiz センター 

                 Captain 平本 靖夫・・・74 歳（1941年生まれ） 

 

第 7 回 イノベーション＝変態脱皮とは 

◆Wikipedia から転載して、イノベーションの歴史と定義のポイントを述べます 

＊イノベーションは 1911 年に、オーストリア出身の経済学者であるヨーゼフ・シュンペーター

（１８８３年２月生まれ・1950 年 1 月没）によって、初めて定義された。 

シュンペーターはイノベーションを、経済活動の中で生産手段や資源、労働力などをそれまでとは異なる

仕方で新結合することと定義した。そしてイノベーションのタイプとして、 

 新しい財貨すなわち消費者の間でまだ知られていない財貨、                         

あるいは新しい品質の財貨の生産 

 新しい生産方法の導入 

 新しい販路の開拓 

 原料あるいは半製品の新しい供給源の獲得 

 新しい組織の実現 

という 5つを挙げている。 

これまで、イノベーションはよく「技術革新」や「経営革新」或いは単に「革新」・「刷新」などと言い換え 

られてきた。これは 1958年の『経済白書』において、イノベーションが「技術革新」と訳されたことに 

由来すると謂われている。当時の経済発展の要因は技術そのものであった例が多く、イノベーション 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1911%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88%E5%AD%A6%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%82%BC%E3%83%95%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%B3%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%82%BC%E3%83%95%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%B3%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/1958%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88%E7%99%BD%E6%9B%B8
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は「技術革新」と訳されたのかもしれない。しかし、イノベーションとは技術的な革新に留まらず、 

世の中に普及する新しい概念を全般に指す言葉である。 

＊新しいアイデアが世に現れて生活を大きく変えた例 

 熱機関 ⇒ 蒸気機関車・自動車・飛行機 

 半導体 ⇒ コンピュータ・インターネット・携帯電話・カーナビゲーション・現金自動預け払い機 

 

＊ピーター・ファーディナンド・ドラッカー（1909年 11月生まれ・- 2005年 11月没）はユダヤ系オーストリ

ア人経営学者。「現代経営学」あるいは「マネジメント」(management) の発明者。 

他人からは未来学者（フューチャリスト）と呼ばれたこともあったが、自分では「社会生態学者」を 

名乗った。ドラッカーの自著によれば、父親はフリーメイソンのグランド・マスターだった 

＊二人とも、オーストリア人であることは、何かの縁を感じます。ドラッガーは１９１１年に 

発表されてシュンペーターのイノベーションを当然ながら知っていたでしょう。            

ここでは、シュンペータ―の定義をもとに、現場主義の立場で私見を述べたいと思います。 

  

企業も、人間の心の様相も「変態脱皮」して進化する。と観じていますので、その「変態脱皮」  

について、6 回目の巳年を通過した経験と考えで述べます。 

 

 ＊変態脱皮・・・昆虫が「卵→幼虫→成虫→サナギ→羽化（成体）」とその体を変態 

させながら、子孫を残すため（命をつなぐため）の親になる過程を言います。 

完全変態と不完全変態とがあります。 

ここでは、サナギに籠もって成虫になるプロセスとサナギから羽化して羽根が乾き飛翔 

できるようになる、というプロセスの二つに焦点を当てて語ります。 

 

 ＊哺乳類は、母親の体内からの誕生が羽化に相当するのかもしれません。精子と卵子が 

結合して子宮から袋をかぶって出てくるまでは、変態しているのですし・・・・・・ 

 

１、まず、心の成長についての私見を述べますと、人の心は皆同じようには成長しないと 

思います。成長の段階の時間は人それぞれなのですが、偏差値教育や様々な社会習慣に 

よって、あの人はこういう人と決めつけられてしまう事が、この頃は多いようです。 

芋虫を見て、これがアゲハチョウの幼虫と知っている人は、芋虫を受け止める事ができる 

でしょうし、むしろ喜びを感じるかもしれません。 

しかし、只の芋虫・害虫と思う人は、無視するか排除しようとするでしょう。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%B1%E6%A9%9F%E9%96%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%92%B8%E6%B0%97%E6%A9%9F%E9%96%A2%E8%BB%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A3%9B%E8%A1%8C%E6%A9%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%8A%E5%B0%8E%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%90%BA%E5%B8%AF%E9%9B%BB%E8%A9%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%93%E3%82%B2%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8F%BE%E9%87%91%E8%87%AA%E5%8B%95%E9%A0%90%E3%81%91%E6%89%95%E3%81%84%E6%A9%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/1909%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2005%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%80%E3%83%A4%E7%B3%BB%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A2%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%80%E3%83%A4%E7%B3%BB%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A2%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E5%96%B6%E5%AD%A6%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E5%96%B6%E7%AE%A1%E7%90%86%E8%AB%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%AD%A6%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%82%BD%E3%83%B3
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１）人はサナギに籠もる時があるのです 

親になるためには、サナギに籠もり、体を親の体に変態させなくてはならない。 

この時は全く環境任せではあるが、食べられる心配はあまりない。外側から見れば                                              

生きているのか死んでいるのか、定かには分からない。 

 

しかし、サナギの中では大いなる変化が起きているのである。自己信頼をしてここを 

通過できる人と、できないで不安になって焦り自滅する人がいます。 

もうしばらくの忍耐なのに・・・・ 

 問題は、親や上司や先生がサナギになって成長しているのを認識できないで、サナギ 

をいじり回して殺してしまうことがあることです。待つことができず、見守れないのです。 

こうして考えると、待ってあげるのも「愛」の一つの形と思いますが、いかがでしょうか。 

 

２）羽化の時に最大の危機が訪れるが、勇気と希望をもって飛び立つ 

サナギが割れて羽化の時を迎えるが、羽が乾いて飛べるようになるにはしばらくの時が必要 

である。その時天敵に喰われるリスクが最大に高まる。だが、この危険を避けていては、 

サナギの中で死を迎える事になる。脱皮できなければ命はつなげないのである。 

この羽化の勇気を体験した人は、どんな環境にも負ける事はなく、DNA となって子孫に 

伝わる。進化と持続のために、サナギに籠もることを、自ら選択する事さえあるのである。 

私も、10 年ごとにサナギに籠もっているな・・・と観じています。例え周りの誤解や悪評 

があっても、羽化して飛翔して命を伝えて行く喜びを信じて、自己を変態脱皮させています。 

 

＊老いたとは、この変態脱皮をする勇気がなくなった時と思っていますので、今回を含めて 

あと二回は変態脱皮をして、子々孫々に理念（DNA）をつなぎたいと念じております。 

 

２、企業の進化・発展も変態脱皮を繰り返して、持続していく企業が経営環境の激変を超える 

のに、時にサナギに籠もる事もありますし、Ｍ＆Ａや再生計画・グループ化等に変態脱皮を 

する事が、持続するためには必要な場合があり、その選択が誤解や反発を生む場合もある 

でしょう。 

その選択と行動の故に、「今、我らは存在しているのだ」と気付く時が必ず来ます。 

「世のため・人のため」になる企業は形を変えても、理念を伝えて行く事を、40年の仕事 

を通して断言できるのです。存在理念は次世代に受け継がれて行くのですから・・・・・・ 

前項で述べた経営者の器とは、そのことなのであります。 

 

  サナギから出てくるまで、待ってあげる。人が育つには個性に合わせた時間の長さが 

必要なのです。 私も、多くの間違いを通して学んできましたが、今は出番を与え、 
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ワクワク感を味わってもらわないとその人の潜在能力が発揮される事も、進化もない 

のだと堅く信じています。 

企業もサナギに籠もる時があるのですから、お互いを信じて見守りましょう。 

 さあ！ 恐れずに「変態脱皮」に挑戦しましょう。勇気と希望を持って・・・・・ 

 

時代は激しく変化を続ける。今までの価値観や成功体験に浸っていたのでは、生き抜く 

ことはまず難しい。変態脱皮をする勇気を持って挑戦し続けた者だけが、未来に生きる 

事ができよう。全く歴史観を改める新しい価値体系が生まれている。 

その風を観じられ実戦した者達が増え集うことを念じております。 

 

３、シュンペンターの云うイノベーションの、加速化に見る Captain 平本の考察 

  今、経営環境は激しく変化していますが、その根源は以下の 3 っと考察しています。 

 １）インターネット等の ICT の著しい進化と生活への浸透・・・IoT の時代が来る 

 ２）ロボットや AI の進化と実用化による非判断業務の置換えが加速する・・労働の質の変化 

 ３）電子マネーや仮想通貨の発達と決済ルールの変化・・キャッシュの流れがビックデータに 

これらは、経済活動や行政の在り方にも影響を与えて、企業活動においても適応できな 

ければ淘汰されるでしょう。中小企業経営の最大のリスクの一つであり、いかにこの 

課題について対策を支援するかが、私達の任務でもあると自覚しております。 

 

◆１６年１１月１８日の、第３回 ビジネスモデル発表交流会では、「イノベーション」を 

テーマにかの、２８０万部ベストセラー「もしドラ」の作者であります「岩崎 夏海氏」 

に記念講演をしていただきます。会員限定ですが、ご案内いたしますのでご期待ください。 

 

＊次回は、サバイバルと経国済民の実現 

     「中堅・中小企業“かかりつけ医”ネットワーク＝MDSN」を解説します。 

 

ご質問、ご意見のある方は、以下のメールアドレスでお願いします。 

 

   happy@keiei-tokkunshi.jp 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ セミナーのご案内 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

◆会計事務所向け： 

 

第４回「会計事務所経営 セミナー」のお知らせ 

顧問先の収益力・成長力を高めて 顧問料 UPを実現！ 
  経営支援家とコラボして、新規税務顧問先を開拓する！ 

mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
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・日時 2016 年 0８月０５日（金） 14：30～1７：00 

・場所 ＪＲ京浜東北線、地下鉄南北線 王子駅 北とぴあ （９01 号室） 

・参加費 １,000 円（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ手引書、教材付） 

 

 ご案内は、以下のＵＲＬを参照ください。 

（CTRL キーを押しながら左クリック） 

 

   http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_1_98.pdf 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

◆会計事務所向け： 

 

「会計事務所経営 セミナー」：第５回以降のお知らせ 

 

・場所 （5 回）ＪＲ京浜東北線、地下鉄南北線 王子駅 北とぴあ または 

    （6,7,8 回）東京メトロ 日比谷線/茅場町/５番出口 中団連（全国中小企業会館 ４F） 

・参加費 １,000 円（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ手引書、教材付） 

 

 ご案内は、後日掲載します。１１，１２月の開催日が変更になっています。 

 

１）第５回：2016 年 0９月０９日（金） 14：30～17：00 北とぴあ（ＪＲ王子） 

２）第６回：2016 年１０月０７日（金） 14：30～17：00 中団連会議室（茅場町） 

３）第７回：2016 年１１月１０日（木） 14：30～17：00 中団連会議室（茅場町） 

４）第８回：2016 年１２月０６日（火） 14：30～17：00 中団連会議室（茅場町） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「かかりつけ医インターン養成講座 説明会」のお知らせ（参加 無料） 

 この養成講座は、６回コースで９／２７、１０／１１、１１／１８、２２、 

１２／１３。いづれも火曜日の１０：００～１６：００で開催します。 

開催場所は日比谷線 茅場町駅 歩１分（一社）日本中小企業団体連盟 会議室。 

 以下の日程で説明会を開催しますので、ご関心のある方はぜひ参加ください。 

 

開催場所 ＪＲ山手線、地下鉄南北線 駒込駅 （株）I&C・HosBiz センター 

     第３回のみ：ＪＲ京浜東北線、地下鉄南北線 王子駅 北とぴあ９０１ 

 

１）第２回：2016 年 0７月２２日（金） 1８：30～２０：００  

２）第３回：2016 年 0８月０５日（金） 1６：２0～１６：５０ 北とぴあ９０１ 

３）第４回：2016 年 0８月２３日（金） 1８：30～２０：００  

４）第５回：2016 年 0９月０２日（金） 1８：30～２０：００  

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_1_98.pdf
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◆第５１回以降の「トライアルゲーム」◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 日程が決まりましたのでお知らせします。 

  

１）第５１回  ８月１９日（金） 1３:０0～1８：０0  

 ２）第５２回  ９月２４日（土） 1３:０0～1８：０0 

 ３）第５３回 １０月２２日（土） 1３:０0～1８：０0 

 ４）第５４回 １１月２６日（土） 1３:０0～1８：０0 

 

開催場所「経営特訓道場」 

JR 駒込駅南口 徒歩 6分 

東京メトロ南北線駒込駅 1 番出口 徒歩 5分 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

◆経営特訓士資格認定講座◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

次回以降の認定講座は、以下の通り決まりました。 

 

１）１０月１４日（金）、１５日（土） 10：00～18：30 

 

開催場所「経営特訓道場」 

JR 駒込駅南口 徒歩6 分 

東京メトロ南北線駒込駅 1 番出口 徒歩 5 分 

 

◆経営特訓士インストラクター資格認定講座◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

次回以降のインストラクター認定講座は、以下の通り決まりました。 

 

１） ８月２０日（土） 10：00～18：30 

２）１１月１１日（金） 10：00～18：30 

 

開催場所 「経営特訓道場」 

JR 駒込駅南口 徒歩6 分 

東京メトロ南北線駒込駅 1 番出口 徒歩 5 分 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

◆◆はやぶさ 3 周年・感謝キャンペーン◆◆◆◆◆◆◆ 

  お蔭さまにて 3 周年・皆様のご愛読に感謝いたしております。 

 

マイナンバンー元年のお年玉 ★手引書・無料プレゼントのご案内★ 

  本年 1 月 1 日より、マイナンバー制度の運用が始まりました。 

  皆様、現場に展開しておりますか？ 
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  ご愛読者の皆様への感謝としまして。「無料」で進呈します。 

 

     手順通りやれば誰にでもできる 

マイナンバー制度導入運用手引書 定価：1000円＊無料進呈     

  

＜目次＞ 

１）推進体制と責任者を決める 

      ２）従業員に説明するとともに、協力を依頼する 

      ３）税理士や社会保険労務士等への業務委託 

      ４）個人事業主取引先のリストアップとマイナンバー提供依頼 

      ５）安全管理措置の実施・・・・・始業／終業点検の実行 

      ６）保管管理の実施や廃棄等のルール化 

      ７）2016年に実施する課題の準備をする（現法令の場合） 

      ８）付表 MyNa 問診シート 

 

   ＊お申込みは下記のメールアドレス宛に、  

「お名前、社名、所属部署、〒・住所（必須）、URL（ある場合）」を 

ご記入の上、メールしてください。 

 

     happy@keiei-tokkunshi.jp  

   

◆クロネコ DM 便でお送りします◆ 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

◆経営相談は 

 

     http://hosbiz.net/pdf/20150527_02.pdf 

 

を開き、「問診シート」をプリントして、必要事項をご記入のうえ、FAX ください。 

 

    FAX ： ０３－５８３２－９４０４ 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

一般社団法人 経営特訓士協会（略称：ＫＴＧＡ） 

   URL http://keiei-tokkunshi.jp/?mail 

    

アドレス：happy@keiei-tokkunshi.jp 

 

発行責任者： 理事長 平本 靖夫、  編集長：石川 昌平 

 

配信解除ＵＲＬ：配信停止をご希望の際は、以下のアドレスをクリックしてください。 

 

 https://1lejend.com/stepmail/delf.php?no=300444 

mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
http://hosbiz.net/pdf/20150527_02.pdf
http://keiei-tokkunshi.jp/?mail
mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
https://1lejend.com/stepmail/delf.php?no=300444
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